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一
千
日
の
間
伊
勢
大

山
雄
勢
t

寛
永
十
四
年
よ
り
同
十
九
年
ま
で
、

紳
宮
へ
参
鱒
す
。
共
の
往
来
慈
た
く
志
願
成
就
せ
し
由
を
彫
刻
し

て
、
泉
眠
刊
に
塚
を
築
き
‘
千
日
塚
と
競
し
、
砕
石
を
建
て
た
り
。
然

る
に
、
享
保
十
四
年
碑
石
快
損
し
‘
再
び
新
砕
を
建
つ
と
い
へ
り
。

加
賀
古
跡
考
に
は
、
白
山
の
枇
へ
一
千
日
参
詣
せ
ん
事
を
普
ひ
、
金

津
よ
り
白
山
の
祉
へ
不
断
参
諸
し
け
る
に
、
迭
に
替
願
の
如
く
、
一

千
日
浦
ち
け
る
に
依
っ
て
、
塚
を
築
き
て
千
日
塚
と
鋭
す
と
あ
り
。

平
次
按
守
る
に
、
千
日
塚
の
停
設
、
い
づ
れ
疋
設
た
ら
ん
か
。
千
日

の
山
飽
り
た
ど
い
へ
る
事
は
、
い
に
し
へ
の
行
者
共
常
に
た
し
た
り

け
ん
。
千
餓
集
締
厳
に
、

比
叡
の
山
に
堂
衆
・
暴
徒
不
利
の
事
出
来
て
‘
事
徒
皆
ち
り
け

る
時
‘
千
日
の
山
ご
も
り
み
ち
た
ん
事
の
・
近
く
‘
ひ
じ
り
の
跡

を
絶
え
ん
事
を
歎
き
て
、
か
す
か
に
山
澗
に
と
ど
ま
り
て
侍
り

け
る
程
に
、
b

舎
に
も
成
り
広
け
れ
ば
、
雲
ふ
り
た
る
朝
に
牢
固

法

師

の

も

と

に

遁

し

け

る

。

法

印

い
と
ピ
し
く
む
か
し
の
跡
や
絶
え
・
な
ん
と

h
a

も
ふ
も
か
た
し
今
朝
の
し
ら
雲

慈

国

新
千
載
集
雑
下
K
.
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滞
古
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巻
十
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一
元
秘
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
も
千
田
町
と
あ
り
。
蛍
町
雨
貸

院
の
開
組
雄
勢
、
伊
勢
紳
宮
へ
一
千
日
参
指
せ
し
曲
線
に
依
っ
て
、

千
日
町
と
稽
す
と
い
へ
り
。

O
千
日
山
雨
賓
院

民
言
宗
也
。
寺
記
に
云
ふ
。
営
寺
開
組
雄
勢
諸
国
を
修
行
し
、
京
都

清
水
の
大
悲
殿
に
一
七
日
参
飽
せ
し
に
、
盤
夢
を
譲
り
け
る
に
依
っ

て
、
直
に
伊
勢
路
に
趣
き
、
皇
太
神
宮
に
至
り
、
一
千
日
舎
錯
し
、

祈
願
満
ち
た
る
を
以
て
、
文
総
四
年
八
月
本
園
加
賀
民
飾
り
、
金
滞

に
於
て
一
-
寺
創
立
し
、
嘗
て
一
千
日
の
勤
行
を
全
く
せ
し
縁
故
を
以

て
、
千
日
山
雨
賓
院
と
鋭
す
。
度
安
二
年
三
月
廿
一
日
雄
勢
九
十
六

裁
に
て
遜
化
し
、
墳
墓
を
石
川
郡
泉
野
に
築
く
。
世
人
千
日
塚
と
呼

べ
り
と
。
三
州
志
に
は
、
雨
貸
院
の
閉
山
雄
勢
寛
永
年
中
に
参
飽
せ

し
よ
し
飽
蛾
す
。
飽
尾
記
に
、
雨
貸
院
は
右
寅
・
左
賓
の
雨
童
子
を

安
置
す
。
故
に
雨
賓
院
と
名
付
く
べ
き
を
、
文
字
を
散
草
容
に
し
て

繰
り
た
る
か
と
或
人
い
へ
り
。
と
あ
り
。
今
按
宇
る
に
、
此
の
説
非

た
り
。
雨
章
子
よ
り
起
り
た
る
院
披
怠
る
ぺ
し
。

O
千

目

塚

石
川
郡
地
質
煎
村
の
村
地
に
あ
り
。
=
一
州
志
に
云
ふ
。
雨
寅
院
の
関

世
を
遁
れ
て
後
那
智
に
ま
う
で
h
侍
り
け
る
に
.
そ
の
か
み
千

日
の
山
ご
も
り
し
侍
る
と
と
を
訟
も
ひ
て
、
溺
の
も
と
に
か
き

つ

け

侍

り

け

る

。

鹿

法

限

融

み
と
せ
へ
し
灘
の
白
糸
い
か
た
れ
ば

訟
も
ふ
す
ぢ
怠
く
袖
ぬ
ら
す
怠
ん

此
の
外
古
今
著
聞
集
に
、
助
，
借
正
売
讃
は
‘
先
建
の
山
伏
也
。
那
智

千
日
行
者
・
大
峯
数
度
の
先
建
左
り
と
見
b
.
宇
治
拾
遣
に
山
伏
の

と
と
ん
¥
し
げ
た
る
入
来
て
、
是
は
日
頃
白
山
に
侍
り
つ
る
が
、
み
た

け
へ
参
り
て
今
二
千
日
候
は
ん
と
仕
候
ひ
っ
る
が
.
と
き
料
重
き
て

侍
り
、
ま
か
り
漬
か
ら
ん
と
申
上
給
へ
と
い
ひ
て
。
た

E
見
h
た
り
。

O
結

場

河

戸

千
日
町
入
口
町
家
の
宴
怠
る
摩
川
の
河
戸
を
ぽ
、
世
人
給
場
河
戸
と

呼
べ
り
。
犀
川
橋
架
替
の
時
、
伎
の
往
来
の
篤
め
、
奮
審
中
は
此
所

に
般
橋
を
懸
く
る
奮
例
也
。
按
4
1
る
に
、
管
家
見
聞
集
に
、
高
治
三

年
犀
川
橋
被
a
懸
替
-
K
付
.
橋
よ
り
三
町
程
下
に
舟
橋
を
渡
し
、
往

来
の
放
人
等
を
渡
す
。
就
昌
洪
水
-
橋
杭
居
ゑ
難
く
、
翌
年
四
月
廿
七
日

落
成
、
五
月
朔
日
渡
初
。
と
あ
り
て
、
世
間
治
以
前
よ
り
船
橋
を
架
く
る

奮
例
た
り
し
と
聞
ゆ
。
奮
停
に
、
船
橋
を
線
げ
る
鎖
は
‘
作
久
間
盛
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